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コラヌレンに代表される曲面構造をもつπ共役分子は、フラーレンやカーボンナノチューブの

ボトムアップ合成の鍵化合物としてその合成法が研究されてきた。しかしながら、合成が多段階

であり、光および電子物性に乏しいため、分子材料への応用研究はあまり展開されていない。特

に、窒素原子を含む曲面π共役分子は、窒素ドープナノチューブやフラーレンの物性解明に繋が

る重要な化合物であるにも関わらず、曲面構造と反応性の高い窒素元素を含むため、合成は極め

て難しくこれまで全く合成報告がなかった。 

最近、我々は窒素を含む歪曲π平面を簡便に合成できる手法を開発した[1]。今回、この手法を

駆使することにより、窒素を骨格内部に含む曲面π共役分子「アザバッキーボウル」を総収率 10%

かつ溶液プロセスで効率的に合成することに成功した（Scheme 1）[2]。この分子は曲面π共役分

子の中でも高い発光能と、低い酸化電位を示すことを明らかにした。さらに、溶液中で C60 と強

い会合を示し、会合により分子内電荷移動相互作用を示すことや、酸性条件下で安定なカチオン

ラジカルを発生するという、曲面構造に由来する特異な物性を明らかにした。特に、C60との会合

では固体中で電荷移動度が劇的に増大することを見いだした。 

Scheme 1. 
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